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先

生

プ

ロ

フ

ィ
ー

ル

昭
和

25
年
生
ま
れ
。
昭
和

50
年
、
東
京
学
芸
大
学
大
学
院
修
了
の
後
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
大
学
院
を
経
て
、
昭
和
54
年
、
同
じ

く
ア
メ
リ
ヵ
合
衆
国
ブ
リ
ガ
ム
ヤ
ン
グ
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
修
了
と
同
時

に
、
血
液
脂
質

・
身
体
組
成

・
呼
吸
循
環
機
能
の
運
動
生
理
学
的
研
究
に
よ
り
、

教
育
学
博
士
号
を
取
得
。
そ
の
後
、
血
液
脂
質

・
動
脈
硬
化
指
数

・
体
力
等
に

関
す
る
公
衆
衛
生
学
的
研
究
で
、
愛
知
医
科
大
学
よ
り
医
学
博
士
号
を
取
得
。

現
在

福
井
大
学

教
育
地
域
科
学
部

教
授

(教
育
地
域
科
学
部

生
涯
学
習
講
座

人
間
健
康
科
学
系

教
授
)

「健
康
生
理
学
」
「公
衆
衛
生
学
」
「人
間
健
康
科
学
研
究
」
「生
涯
学
習
文
献
演

習
」
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
健
康
」
「
学
校
保
健
学
」
「健
康
科
学
特
論
」
な
ど

の
講
義
を
担
当
。

専
攻
分
野

健
康
科
学

・
健
康
生
理
学

・
公
衆
衛
生
学

学
術
論
文
や
専
門
誌
の
依
頼
原
稿
な
ど
約
二
〇
〇
編
を
出
版
し
、
新
聞
や
各

種
印
刷
物

へ
の
依
頼
原
稿
を
含
め
る
と
三
〇
〇
編
ほ
ど
に
な
る
。
そ
の
他
、
数

多
く
の
著
書
、
翻
訳
な
ど
が
あ
り
、
国
際
教
育
医
学
会
議
を
始
め
、
日
本
教
育

医
学
会
第

28
回
大
会
な
ど
、
国
際
会
議
や
学
会
の
通
訳
な
ど
も
務
め
る
。
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朝
食
抜
き
の
実
態
と

そ
の
悪
影
響
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朝
食
抜
き
は
身
体
面
・精
神
面
に
影
響
が
!

O

朝
食
を
抜
く
子
ど
も
が
多

い
と

い
う
報
告
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
朝

起
き
る
の
が
遅
く
て
、
朝
食
を
摂
る
時
間

が
な
い
こ
と
か
ら
、
朝
食
を

抜

い
て
し
ま
う
子
ど
も
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
或

い
は
、
ゆ

っ
く
り
朝

食
を
摂
る
時
間
が
な

い
の
で
、
ほ
ん
の
少

し
の
朝
食
だ
け
で
学
校

へ
行

っ
て
し
ま
う
子
ど
も
も

い
ま
す
。
ま
た
夜

遅
く
ま
で
起
き
て
い
て
、
夜



食
を
摂
る

の
で
、
翌
朝
は
食
欲
不
振

で
朝
食
を
抜
く
、
さ
ら
に
は
、
ダ

イ

エ
ッ
ト

の
為

に
朝
食
を
控
え
る

(特
に
、
女
子
高
校
生
)
な
ど
と
、

い
ろ
い
ろ
な
理
由

で
朝
食
を
抜

い
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
朝
食
を
抜
く
こ
と
は
、
身
体
面
だ
け

で
は
な
く
、
精
神
面

で
も
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
今
月
号
で
は
、
朝
食
抜
き

の
実
態

や
そ
の
悪
影
響
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

・

●

1

朝
食
抜
き
の
実
態

朝
食
を

抜
く
幼
稚
園
児
も

い
ま
す

(幼
稚
園
児
の
場
合
は
、
親
が
寝

坊
し
て
朝

食
が
間
に
合
わ
な

い
の
で
、
園
児
が
朝
食
を
摂
れ
な
い
と

い

う
理
由
が
多

い
)
が
、

一
般
的
に
中
学
生
の
方
が
小
学
生
よ
り
、
高
校

生
の
方
が
中
学
生
よ
り
、
大
学
生
の
方
が
高
校
生
よ
り
頻
繁
に
朝
食
を

抜
き
、
女

子
に
そ
の
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。

中
学
生

五
四
〇
人
を
対
象

に
朝
食

の
摂
取
状
況
等
を
調
査
し
た
結
果
、

「あ
ま
り
食
べ
な

い
」
「
ほ
と
ん
ど
食

べ
な

い
」
と
答
え
た
男
子
は
二

三

・
八
%

・
女
子
は
三
〇

・
三
%

で
あ

っ
た
と

い
う
報
告

(大
内
ら
,

一
九
九
九
)
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
約
四
分
の

一
の
中
学
生
男
平
と

約
三
分
の

一
の
中
学
生
女
子
は
、
朝
食
を
抜
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

"

そ
し
て
朝
食
抜
き

の
割
合
は
、
大
学
生
に
な
る
と
さ
ら
に
多
く
な
り

ま
す
。
女

子
大
生

(
一
二
二
人
)
を
対
象
に
調
査
を
℃
た
結
果
、
朝
食

を

「
時

々
食

べ
る
」
「
ほ
と
ん
ど
食

べ
な

い
」
と
答
え
た
学
生

が
四

一
%
も
あ
り
、
三
日
間
の
欠
食
数
が
二
回
以
上
の
学
生
は
三
二

・
八
%

も
み
ら
れ
た
と
い
う
報
告

(松
田
ら
,

一
九
九
七
)
が
あ
り
ま
す
。
四

割
も

の
女
子
大
生
が
朝
食
を
抜

い
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

●

2

朝
食
抜
き
の
悪
影
響

食
事
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
増
え
る
血
糖
は
、
身
体

や
中
枢
神
経
系

の
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
で
す
の
で
、
朝
食
抜
き

の
食
習
慣
は
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
悪
影
響
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
な
悪
影
響

睡
眠
中
は
副
交
感
神
経
緊
張
状
態

で
す

の
で
、
体
温
や
血
糖

(血
液

中
の
ぶ
ど
う
糖

で
、
身
体
全
体
や
中
枢
神
経
系

の
重
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー

源
)
は
下
が

っ
て
い
ま
す
が
、
朝
食
を
摂

れ
ば
、
そ
れ
ら

の
値
が
上
昇

し
て
活
動
が
活
発
に
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
血
糖
は
身
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
朝

食
を
抜
け
ば
、
午
前
中
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も

不
足
し
、
運
動
も
十
分
で
き

ま
せ
ん
。
朝
食
を
抜
い
て
、
午
前
中
に
体

育
の
授
業
で
も
あ
れ
ば
、
体

育
で
十
分
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。
従

っ
て
、
頻

繁
に
朝
食
を
抜

い
て
、
午
前
中
の
体
育
で

い
つ
も
活
動
的
に
動
け
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、
当
然
体
力
低
下
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
こ

と
に
よ

っ
て
、
体
力
が
低
下
す
る
と

い
う

研
究

(戎
ら
,

二
〇
〇
〇
)

が
あ
り
ま
す
。
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ま
た
朝
食
を
抜
く
と
、
そ
の
分
摂
取
カ
ロ
リ
ー
が
減
少
し
痩
せ
る
と

思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
朝
食
を
抜
く
と
、
前
日
の
夕
食
か
ら

そ
の
日
の
昼
食
ま
で
十
五
時
間
以
上
も
胃
腸
の
動
き
が
休
息
し
て
い
る

こ
と

に
な
り
、

一
種
の
飢
餓
状
態
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
へ
食

べ
物
が
入

る
と
、
糖
質
や
脂
肪
の
吸
収
が
早
ま
る
こ
と
に
な
り
、
必
要
以
上
に
エ

ネ

ル
ギ
ー
を
脂
肪
の
形
で
溜
め
込
み
、
こ
の
よ
う
な
生
活
習
慣
を
頻
繁

に
送
る
と
体
重
は
増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
朝
食
を
抜
く
と
、
昼
食
の
量
が
増
え
て
し
ま

い
、
ド
カ
食

い

(
一
日
の
食
事
を
三
回
に
分
け
な

い
で
、

一
回
か
二
回
に
ま
と
め
て
ド

ッ
と
摂
る
)
に
な
り
が
ち
で
す
。

一
度
に
大
量

の
食
事
を
と
る
と
、
結

果
的
に
イ

ン
ス
リ
ン

(膵
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
〉
分
泌
が
増

え
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
糖
分
を
脂
肪
に
変
え
る
役
割
を
す
る
為

に
、
ド
カ

食

い
は
身
体
に
余
分
な
脂
肪
を

つ
け
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
や

は
り
朝
食
抜
き
は
肥
満

の
引
き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
、

朝
食
抜
き

に
よ
り
体
脂
肪
率
が
増
加
す
る
と

い
う
研
究

(戎
ら
,

二
〇

〇
〇
)
が
あ
り
ま
す
。

②
精
神
的
な
悪
影
響

睡
眠
中

は
副
交
感
神
経
緊
張
状
態

で
血
糖
が
下
が
り
、
朝
食
を
摂
る

こ
と
で
血

糖
が
上
が
る
こ
と
は
前
述
し
ま
し
た
が
、
朝
食
を
抜
く
と
、

血
糖
は
下

が

っ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
血
糖
は
脳
の
神
経
細
胞
の
活
動

に
欠
か
せ

ま
せ
ん
の
で
、
朝
食
抜
き
で
学
校
に
行
く
子
ど
も
達
は
、
ぼ

ん
や
り
し

て
、
学
校
で
の
勉
強
も
何
と
な
く
で
き
な

い
と

い
う
こ
と
に

へ

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
血
糖
が
下
が
る
こ
と
か
ら
、
眠
気

・
あ
く
び

・
倦

怠
感

・
計
算
力

の
低
下

・
記
憶
力
減
退
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
と
自
覚
的
疲
労

や
精
神
的
疲
労
が
激
し
く
な

る
と

い
う

研
究

(
戎
ら
,

二
〇
〇
〇
)
ま
で
あ
り
ま

す
。表
に
は

一
週
間
朝
食
を

抜
い
た
生
活
を
送
り
、
そ

の
朝
食
欠
食
期
間
最
終
日

(六
日
目
)
と
、
次

の

一

週
間
は
朝
食
を
摂
取
し
た

生
活
で
、
朝
食
摂
食
期
間

最
終
日

(六
日
目
)

の
ブ

リ

ッ
カ
ー
値

の
差
を
示
し

ま
し
た
。
フ
リ
ッ
カ
ー
値

と
は
、
精
神
的
に
疲
労
す

る
と
知
覚
が
鈍
化
し
、
継

続
的

に
点
滅
す

る
光
を

、

連
続
光

(
つ
き

っ
ぱ
な
し

の
光
)
と
感
じ
て
し
ま

い
、

こ
の
連
続
光
に
み
え
る
よ

う
に
感
じ
た
時
の
点
滅
回

数
の
こ
と
で
す
が
、
疲
労

表.朝 食 欠食期間最 終 日(6日 目)と朝食摂食期間最終 日

(6日 目)の フリッカー値の差(戎 ら,2000)

差朝食摂食最終 日朝食欠食最終 日

*43.5±1.941.5±1.7午前10時

*44.1±2.242.2±1.7午後3時

(*p〈0.05)(被験者:17人)



度
の
判
定
指
標
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す

(連
続
光
か
ら
点
滅
光
に
み

え
る
時
点

も
測
定
し
て
あ
り
ま
す
)。
そ
し
て
、
精
神
的
疲
労
の
度
合

い
が
大
き
く
な
る
と

フ
リ
ッ
カ
ー
値
は
低
下
し
、
点
滅
回
数

の
減
少
量

が

一
・
○
～
三

・
九
は
軽
度
、
四

・
○
～
七

・
九
は
中
等
度
、
八

・
○

以
上
は
重
度
の
疲
労
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
表
に
示
し

た
朝
食
欠
食
期
間
に
は
、
軽
度

の
疲
労
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
実
験
で
は
、
自
覚
的
疲
労
症
状
も
調
査
し
ま
し
た
が
、
朝
食
欠

食
期
間
は
、
「
眠
い
」

と

い
う
訴
え

が
最
も
多
く

(訴
え
率

二
四

・

三
%
)
、
次

い
で

「全
身
が
だ
る
い
」

(訴
え
率
二
〇

・
入
%
)

・

「頭

が
ぼ
ん
や
り
す
る
」

(訴
え
率

一
六

・
七
%
)
な
ど

の
自
覚
的
疲
労
症

状
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。
朝
食
を
抜
く
こ
と
が
、
如
何
に
精
神
面
で

も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
が
、
こ
れ
で
十
分
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と

思

い
ま
す
。

朝
、
副
交
感
神
経
緊
張
状
態
か
ら
交
感
神
経
緊
張
状
態

へ
と
、
素
早

く
切
り
替
え
る
き

っ
か
け
に
な
る
の
が
、
朝
食
事
を
す
る
こ
と
だ
と

い

わ
れ
て
い
ま
す
。
従

っ
て
、
朝
食
を
抜

い
て
学
校
に
行
く
こ
と
は
、
身

体
が
活
動
的
な
交
感
神
経
緊
張
状
態
に
う
ま
く
切
り
替
わ
ら
な
い
ま
ま

に
な
り
、
ポ
ー
ッ
と
し
て
学
校

へ
行
く
こ
と
に
な
り
、
交
通
事
故
な
ど

に
も
や
は
り
遭

い
や
す
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
ポ
ー

ッ
と
し
た
状

態
が
学
校
に
着
く
ま
で
続

い
て
い
れ
ば
、

一
時
間
目
の
授
業
で
さ
え
頻

繁
に
あ
く

び
を
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

や
は
り
子
ど
も

の

一
日
は
、
朝
食
を
し

っ
か
り
摂

っ
て
元
気
よ
く
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
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